
禅
疎
に
お
け
る
試
筆
詩
・
試
筆
唱
和
詩
に
つ
い
て

朝
　
　
倉

尚

禅
林
に
お
い
て
は
〝
試
筆
・
試
葛
・
試
翰
・
試
頴
・
試
染
〝
と
し
て
漢
（
禅
）

詩
を
製
し
（
以
下
、
代
表
し
て
試
筆
詩
と
呼
称
す
）
、
そ
れ
に
対
し
て
唱
和
詩

（
以
下
、
試
筆
唱
和
詩
と
呼
称
す
）
で
応
え
る
文
芸
が
興
る
。
室
町
時
代
も
、

と
く
に
後
半
期
の
禅
林
に
お
い
て
盛
行
し
、
禅
林
独
特
の
内
容
を
有
し
て
い

る
。

川
　
薩
涼
軒
日
録
に
み
ら
れ
る
試
筆
詩
・
詩
筆
唱
和
詩
の
様
相
に
つ
い
て

本
項
で
は
、
蔭
掠
軒
日
録
の
中
の
亀
泉
集
証
の
筆
録
部
分
を
主
資
料
と
し
、

禅
林
に
お
い
て
試
筆
詩
・
試
筆
唱
和
詩
が
製
せ
ら
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
そ
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
（
以
下
、
出
典
名
を
記
さ
な
い
資
料
に
つ
い
て

図
　
　
表
　
I

は
、
す
べ
て
蔭
掠
軒
日
録
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。
）

亀
泉
集
証
、
政
治
的
に
は
蔭
涼
軒
主
と
し
て
僧
録
を
司
り
、
文
化
的
に
は
相

国
寺
・
禅
林
を
代
表
す
る
文
学
結
社
（
友
社
と
呼
称
す
）
．
に
属
し
て
い
た
。
ま

た
、
雲
頂
院
主
と
し
て
院
内
の
僧
衆
（
内
衆
と
呼
称
す
）
を
統
轄
す
る
立
場
に

も
あ
っ
た
。

蔭
掠
軒
日
録
に
は
、
作
品
集
に
は
現
わ
れ
な
い
よ
う
な
製
作
事
情
が
明
ら
か
－

に
さ
れ
て
い
る
。
日
録
に
は
、
試
筆
詩
・
試
筆
唱
和
詩
製
作
に
関
す
る
禅
僧
の
　
1
8

動
静
が
記
さ
れ
る
。
主
な
も
の
を
簡
単
に
図
示
す
る
。
　
　
　
　
－
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〔
試
筆
詩
〕

試
筆
詩
は
、
元
来
は
新
年
元
旦
に
あ
た
り
、
決
意
を
新
た
に
し
て
製
さ
れ
記

さ
れ
た
詩
作
の
こ
と
を
い
う
。
試
筆
詩
は
誰
に
よ
っ
て
も
梨
す
こ
と
が
で
き

る
。禅

林
で
は
、
と
く
に
室
町
時
代
も
後
半
期
に
な
る
と
〝
本
朝
敢
林
、
雑
僧
暫

童
、
元
日
必
詩
而
試
買
如
酌
屠
蘇
之
酒
也
、
所
以
祝
歳
也
、
″
（
横
川
景
三

作
・
「
試
筆
詩
唱
和
序
」
。
明
応
元
年
、
椎
山
少
年
試
筆
詩
へ
の
唱
和
集
あ

り
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
捷
僧
（
お
さ
な
い
僧
、
小
僧
の
意
）
・
岩

音
（
た
れ
髪
の
軍
有
髪
の
小
僧
）
が
製
し
て
い
る
。
離
僧
・
髪
寅
の
こ
と

は
、
膏
小
・
少
年
・
美
少
・
美
丈
・
尊
丈
・
尊
君
・
毛
頭
等
と
称
さ
れ
る
。
少

年
僧
が
新
年
を
祝
し
て
製
し
た
作
品
が
「
試
筆
詩
」
で
あ
る
。
（
例
外
的
に
成

年
・
老
年
僧
の
製
し
た
作
品
も
見
ら
れ
る
。
）



四
喝
各
持
試
筆
詩
来
、
（
延
徳
1
・
正
・
朔
条
。
明
応
2
・
正
・
朔
条
等
参

照
。
）

正
月
元
日
正
試
筆
詩
を
持
参
、
師
で
あ
る
亀
泉
に
提
出
す
る
（
川
同
輩
あ
る
い

は
先
雛
僧
の
指
導
に
よ
り
製
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
は
元
旦
の
講
礼
に
お
い
て

試
筆
詩
を
供
す
る
慣
習
も
存
し
た
。
鹿
苑
日
録
の
長
享
2
・
正
・
元
条
、
同
3
・

正
・
元
条
等
参
照
。
）
。
添
削
な
り
唱
和
な
り
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
四
喝

は
前
年
の
歳
末
よ
り
新
年
の
こ
の
日
の
た
め
に
、
苦
心
し
て
詩
想
を
練
っ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

少
年
僧
が
試
筆
詩
を
製
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
独
力
で
作
詩
す
る
だ
け
の
力

量
を
備
え
て
い
れ
ば
よ
い
。
師
僧
は
指
導
の
意
味
を
含
め
て
、
添
削
し
、
唱
和

す
る
に
止
ま
る
。
少
年
僧
が
そ
れ
だ
け
の
力
量
を
身
に
付
け
て
い
な
い
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
時
は
、
師
が
代
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

於
宜
竹
朝
来
啓
少
年
有
試
筆
詩
日
、

紫
附
鶏
鳴
紅
旦
菌
　
詩
成
春
色
在
韓
屯

暗
窓
洒
落
視
池
水
　
激
起
詞
源
三
峡
蕎

宜
竹
翁
日
、
和
之
可
也
、
　
　
（
文
明
1
8
・
正
・
6
条
、
兼
啓
例
）

と
、
宜
竹
・
景
徐
周
麟
は
東
啓
埼
朝
の
試
筆
詩
を
亀
泉
に
示
し
、
唱
和
詩
作
製

を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
東
啓
少
年
の
試
筆
詩
は
、
景
徐
の
作
品
集
・
翰
林
新

法
集
で
は
〝
代
胡
童
、
丙
午
正
月
″
と
註
し
た
上
で
収
め
ら
れ
る
。
景
徐
の
代

作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
東
啓
は
細
川
故
国
の
養
子
と
し
て
文
明
十

七
年
、
年
八
才
で
禅
林
に
入
る
（
補
庵
京
華
別
集
・
「
東
啓
字
説
」
）
。
文
明

十
八
年
は
九
才
、
独
力
で
試
筆
詩
を
慰
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
養
育
に
あ
た
っ

た
景
徐
が
代
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
註
1
）

独
力
で
は
無
理
な
た
め
に
代
作
ま
で
し
、
形
式
上
は
少
年
自
身
が
製
し
た
よ

う
に
装
い
、
試
筆
唱
和
詩
を
諸
尊
宿
に
需
め
る
の
が
、
当
代
禅
林
の
慣
行
な
の

で
あ
る
。
少
年
僧
の
た
め
に
で
は
な
く
、
少
年
を
預
か
り
養
育
し
て
い
る
師
僧

が
、
時
の
権
力
者
や
公
家
貿
族
で
あ
っ
た
り
す
る
少
年
僧
の
両
親
・
あ
る
い
は

文
学
趣
味
の
横
溢
す
る
禅
林
社
会
自
身
に
対
し
、
掻
礼
と
し
て
挙
行
し
た
行
事

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

代
作
の
必
要
は
、
師
僧
を
も
苦
労
さ
せ
る
。

小
柄
云
、
昨
日
功
叔
・
秀
峰
来
有
宴
、
月
関
・
梅
雲
・
梅
叔
・
誠
奴
等
陪

宴
、
功
叔
詔
以
秀
峰
試
筆
詩
、
々
云
、

四
海
九
州
春
一
時
　
氷
私
法
筆
暁
風
吹
　
将
軍
望
外
掛
弓
口
　
花
白
閃
顔

捌
展
眉

禦
養
育
。
　
　
　
（
長
芋
2
・
ほ
・
臆
条
、
秀
峰
例
）

長
享
三
年
正
月
元
旦
に
製
せ
ら
れ
る
べ
き
試
筆
詩
の
相
談
を
重
き
一
年
の
歳
暮

に
行
な
う
。
秀
峰
周
高
少
年
は
功
叔
周
全
の
法
嗣
で
あ
る
。
秀
峰
の
試
筆
詩
は

功
叔
の
代
作
で
あ
ろ
う
。
功
叔
は
後
に
悔
い
を
残
さ
ぬ
た
め
に
、
予
め
禅
林
の

代
表
的
文
筆
僧
で
あ
る
枝
川
堅
二
に
相
談
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
年
に
な

れ
ば
す
ぐ
に
唱
和
詩
の
依
頼
が
で
き
る
よ
う
に
、
師
僧
は
少
年
僧
の
試
筆
詩
を

代
作
し
て
用
意
し
て
お
く
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
〝
莫
話
人
云
々
″
は
、
試
筆

詩
製
作
の
裏
面
を
象
徴
し
た
言
で
あ
る
。
（
時
に
は
、
旧
年
中
に
唱
和
詩
の
依

頼
を
済
ま
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
。
実
隆
公
記
、
文
明
6
・
正
・
朔
条
の
が
試

筆
大
呂
院
之
和
的
到
来
、
″
等
も
前
年
度
よ
り
唱
和
詩
を
依
頼
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
作
品
は
黙
雲
婆
に
所
収
。
な
お
、
註
6
㈹
を
も
参
照
。
）

〔
試
簸
唱
和
詩
〕
　
（
依
頼
）

少
年
僧
の
試
筆
詩
が
完
成
す
る
と
、
師
僧
は
唱
和
詩
の
依
頼
を
行
な
う
。
少

年
僧
が
〝
少
年
、
門
地
人
物
文
章
、
皆
常
世
第
二
″
（
横
川
・
「
試
筆
詩
唱
和

序
」
・
維
山
の
場
合
の
存
在
で
あ
る
時
に
は
、
和
詩
の
依
頼
は
五
山
禅
林
の

友
社
の
諸
僧
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
。
唱
和
詩
を
依
和
す
る
範
囲
は
、
少
年
の
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「
門
地
・
人
物
・
文
事
」
に
よ
る
。

例
え
ば
維
山
周
嘉
少
年
の
場
合
、
将
軍
足
利
養
殖
が
兄
、
前
将
軍
足
利
義
政

が
叔
父
に
あ
た
る
　
（
前
出
「
試
筆
唱
和
序
」
に
よ
る
）
。
禅
林
の
面
目
に
か
け

て
も
盛
大
な
唱
和
詩
を
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
横
川
の
指
摘
す
る
門

地
・
人
物
・
文
章
が
格
別
に
優
れ
て
い
る
少
年
僧
は
、
禅
林
全
体
か
ら
い
え
ば

ご
く
一
部
分
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

慈
藤
喝
食
試
筆
有
詩
云
、

兢
早
悪
呈
諸
彦
詩
云

喬
木
迎
春
有
早
鴬
　
金
衣
雪
畠
日
新
暗
　
醤
腹
揮
筆
忽
聴
柑
　
呂
望
非
熊

第
一
盤

諸
彦
皆
和
之
、
　
　
　
　
　
（
長
芋
2
・
正
・
1
7
条
、
慈
藤
例
）

慈
藤
は
亀
泉
の
法
嗣
で
あ
る
。
早
鴬
を
航
し
た
試
筆
詩
に
対
し
て
〝
諸
彦
″
が

和
詩
を
製
し
て
い
る
。
慈
藤
の
試
筆
詩
に
対
し
、
唱
和
詩
作
製
を
他
院
∴
他
寺

の
僧
に
依
頼
し
た
形
跡
が
な
い
。
〝
諸
彦
″
は
、
雲
頂
院
の
内
衆
を
指
す
も
の

と
考
え
る
。

当
代
の
実
態
と
し
て
は
、
内
衆
の
唱
和
詩
が
得
ら
れ
る
こ
と
さ
え
、
ま
れ
な

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
試
筆
詩
代
作
・
指
導
の
受
け
ら
れ
ぬ
少
年
僧
、
さ
ら
に

試
筆
詩
は
製
し
て
も
唱
和
詩
の
依
頼
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
少
年
僧
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
少
年
僧
は
、
記
録
類
・
作
品
集
類
の
表
面
に
現
わ
れ
る
こ
と
な
く
消

え
て
い
っ
た
。
維
山
少
年
の
よ
う
な
存
在
は
、
そ
れ
ら
無
名
の
少
年
僧
の
頂
点

に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
特
殊
例
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
註
2
）

蔭
涼
軒
日
録
に
は
、
亀
泉
が
試
筆
唱
和
詩
を
依
頼
さ
れ
た
記
事
を
載
せ
る
。

昨
日
輿
希
文
来
日
、
山
名
金
吾
息
宗
侍
、
字
芳
心
、
有
試
筆
詩
、
彩
霞
、
春

加
ノ
一
様
花
、
和
之
可
也
、
丑
南
神
栖
慣
院
美
少
年
也
、
松
之
字
忌
之
、
遠

碧
開
基
之
緯
也
、
　
　
　
　
　
（
文
明
1
8
・
正
・
1
4
条
、
芳
心
例
）

文
明
十
八
年
正
月
、
興
希
文
の
薦
め
に
よ
り
、
芳
心
宗
伝
の
試
筆
詩
に
対
し
て

唱
和
詩
を
製
し
て
い
る
。
芳
心
は
山
名
金
吾
の
息
、
鄭
重
に
扱
わ
れ
る
。
（
註

3
）
芳
心
は
南
禅
寺
栖
裏
院
の
少
年
僧
で
あ
る
。
柄
真
院
は
〝
橿
原
院
大
抵
西

宝
、
高
月
譲
、
遠
碧
軒
、
淳
香
関
、
松
風
軒
〔
栖
鳳
軒
〕
〟
　
（
扶
桑
五
山
記
）
と
あ

る
。〝

松
之
字
忌
之
～
″
は
唱
和
詩
を
製
す
る
際
の
留
意
点
・
忌
字
に
つ
い
て
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
唱
和
詩
製
作
に
制
約
が
生
じ
て
い
る
。
制
約
を
無
視
す
る

こ
と
は
、
礼
儀
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
芳
心
の
場
合
、
〝
遠
賀
開
基
″
・
大

蔭
宗
松
の
緯
字
・
松
が
忌
字
と
し
て
遠
慮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

試
筆
唱
和
詩
を
製
す
る
際
に
肝
要
な
の
は
、
餌
の
問
題
で
あ
る
。
唱
和
者
は

少
年
僧
の
試
筆
詩
に
次
慮
（
同
じ
部
脚
を
そ
の
腰
に
用
い
詩
を
製
す
）
す
る
こ
一

と
を
慣
行
と
す
る
。
共
通
の
亀
脚
を
有
す
る
こ
と
で
、
詩
の
形
式
面
で
も
少
年
　
2
1

に
対
す
る
親
愛
の
惜
・
祝
意
を
示
そ
う
と
す
る
。
芳
心
の
場
合
、
〝
彩
～
心
″
　
一

が
韻
脚
を
示
し
た
個
所
で
、
試
筆
詩
で
押
現
す
べ
き
起
・
承
・
結
句
が
「
－
彩

0

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

0

琶
」
　
「
－
春
加
」
　
「
－
一
様
花
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
唱
和
詩
の
怒
脚

は
「
霞
・
加
・
花
」
と
な
る
。

蔭
掠
軒
日
録
の
記
事
に
は
、
試
筆
詩
そ
の
も
の
を
記
載
す
る
こ
と
は
ま
れ

で
、
芳
心
例
の
よ
う
に
、
唱
和
詩
作
製
の
た
め
に
必
要
な
要
点
と
電
脚
を
掲
げ

る
に
す
ぎ
な
い
。
い
ま
一
例
掲
げ
る
。

今
晩
白
文
捜
方
以
安
蔵
主
云
、
天
悶
中
桂
喝
食
字
月
見
、
寵
漱
派
師
諒
賢
、

在
－
軍
事
院
、
玉
皇
明
、
近
鳳
城
、
己
春
骨
、
（
長
芋
3
・
2
・
朔
条
、
月
琴

．例）
月
屋
少
年
の
試
筆
詩
の
斑
脚
は
「
明
・
城
・
黎
」
で
あ
る
こ
と
を
記
す
（
こ
の

ほ
か
、
文
明
1
8
・
正
・
8
条
の
文
英
例
、
文
明
1
8
・
正
・
1
4
条
の
春
栄
例
、
長
享



2
・
正
・
8
条
の
瑞
舜
例
、
延
徳
4
・
正
・
2
3
条
の
東
叔
例
等
も
参
照
さ
れ
た

い
。
）
。
唱
和
詩
の
依
頼
が
多
方
面
に
な
さ
れ
る
場
合
、
口
頭
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
（
日
録
記
事
参
照
。
依
頼
者
の
会
話
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
）
。
鶴
字
の
記
載
は
、
少
年
の
試
筆
詩
の
大
略
が
思
い
出
せ
る
よ

う
に
、
最
少
眼
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。

武
街
三
位
殿
息
涼
公
子
高
少
年
試
筆
、
和
索
之
、
自
適
春
甫
進
之
、
高
、

葛
、
桃
、
此
三
字
也
、
（
長
享
2
・
正
・
2
5
条
、
子
高
例
）

子
高
少
年
の
試
筆
詩
の
韻
は
　
「
高
・
萄
・
桃
」
　
で
あ
る
が
、
こ
の
唱
和
詩
に

つ
い
て
〝
晩
来
往
小
補
、
袖
梅
桃
之
和
詩
、
″
（
長
享
3
・
2
・
朔
条
）
・
〝
桃

宇
和
通
泰
甫
動
之
㍉
（
長
享
3
・
2
・
2
条
）
　
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〝
桃
（
之
）
和
詩
″
　
〝
桃
宇
和
″
と
は
結
句
の
電
脚
に
よ
っ
て
唱
和
詩
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
平
素
耳
に
し
た
こ
と
の
な
い
少
年
僧
の
名
前
を
付
し
て
呼
ぶ

よ
り
は
、
結
句
の
韻
脚
に
よ
っ
て
唱
和
詩
を
指
す
方
が
簡
略
で
あ
っ
た
。
（
同

じ
く
長
享
3
・
2
・
2
条
に
は
〝
梅
字
和
文
揺
動
之
㍉
　
と
も
あ
る
。
〝
梅

＜
之
∨
和
詩
″
　
〝
梅
宇
和
″
と
は
韻
孫
少
年
の
試
筆
唱
和
詩
で
、
甑
脚
は
「
開

・
催
・
梅
」
で
あ
る
。
）

試
筆
唱
和
詩
の
依
頼
は
、
少
年
と
そ
の
師
僧
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
、
礼

を
尽
く
し
た
法
と
考
え
ら
れ
る
。
実
状
は
、
仲
介
者
が
存
在
し
て
事
が
運
ば
れ

る
場
合
が
多
い
。
唱
和
詩
は
、
広
範
囲
に
求
め
ら
れ
る
の
を
桂
と
す
る
風
潮
が

生
ま
れ
る
。
各
禅
寺
の
友
社
に
屈
す
る
諸
尊
宿
の
唱
和
詩
を
需
め
る
に
は
、
多

大
の
労
力
を
要
す
る
。
少
年
僧
は
幼
少
で
あ
り
、
．
独
力
で
は
何
も
で
き
な
い
。

師
僧
は
老
年
で
あ
っ
た
り
、
多
忙
で
あ
っ
た
り
す
る
。
少
年
僧
と
師
僧
は
、
各

寺
内
に
通
じ
た
僧
に
仲
介
の
労
を
煩
わ
す
こ
と
と
な
る
。

大
規
模
に
な
る
と
、
誤
解
や
渋
滞
も
生
じ
が
ち
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
雅
山
少

年
の
例
が
あ
る
。

・
晩
衆
慈
照
院
景
徐
翁
衆
、
～
東
叔
・
維
山
少
年
の
試
筆
噌
和
語
に
つ
い
て
話

す
～
、
徐
問
云
、
予
和
之
否
、
予
無
劾
者
、
以
故
不
和
之
云
々
、

（
延
徳
4
・
2
・
7
条
、
椎
山
例
）

一
寺
内
と
い
っ
て
も
広
大
で
あ
る
。
仲
介
者
の
不
注
意
に
よ
り
、
連
絡
の
ゆ
き

届
か
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
景
徐
の
質
問
に
、
亀
泉
は
当
惑
し
て
い
る
　
（
〝
予
″
と

あ
る
の
は
、
見
尿
徐
の
こ
と
で
は
な
く
、
亀
泉
の
こ
と
で
あ
る
。
）
。
景
徐
に
す
れ

ば
、
五
山
禅
林
を
統
制
す
る
立
場
に
濁
る
亀
泉
、
相
国
寺
・
五
山
禅
林
の
友
社

の
一
員
で
あ
る
亀
泉
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
唱
和
詩
を
依
頼
さ
れ
て
い

る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
維
山
少
年
が
慈
照
寺
僧
で
あ
る
だ
け
に
、
南
禅
寺

を
は
じ
め
と
す
る
五
山
と
の
連
絡
に
円
滑
を
欠
く
こ
と
が
あ
っ
た
。

亀
泉
に
対
し
て
は
、
仲
介
僧
の
間
に
誤
解
が
存
し
た
よ
う
で
、
改
め
て
、

晩
死
語
椿
甫
持
維
山
御
試
筆
詩
翠
脚
琴
で
虎
蔵
主
侍
業
首
座
由
自
之
、
未

達
云
々
、
被
和
之
者
可
為
御
祝
著
云
々
、
少
衆
亦
被
和
之
者
可
為
御
悦
首
云

々
、
予
云
、
和
之
可
令
進
上
云
々
、
（
延
徳
4
・
2
・
1
1
条
、
錐
山
例
）

椿
甫
蔵
主
よ
り
唱
和
詩
の
依
頼
が
あ
る
。
依
頼
は
、
亀
泉
個
人
に
対
し
て
だ
け

で
な
く
、
亀
泉
が
院
主
で
あ
る
雲
頂
院
の
内
衆
に
対
し
て
も
行
な
わ
れ
る
。
亀

泉
は
承
諾
し
、
維
山
の
意
向
に
添
う
べ
く
、

、
以
桂
子
彼
和
詩
督
之
、
茂
叔
・
芳
洲
・
九
峯
・
竹
園
・
維
俊
・
桂
也
・
藤

也
、
作
者
七
督
之
、
（
延
徳
4
・
2
・
1
2
条
、
維
山
例
）

七
人
の
唱
和
衆
を
選
ぶ
。
唱
和
詩
が
大
規
模
に
需
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
院
内

の
内
衆
の
主
だ
っ
た
僧
に
も
依
頼
さ
れ
て
い
る
　
（
長
享
三
年
度
の
秀
峰
少
年
例

等
参
照
。
後
述
す
る
。
）

維
山
少
年
の
唱
和
詩
依
頼
に
は
渋
滞
が
目
立
つ
。

肋
公
自
東
山
厨
石
、
以
虎
文
廷
奉
ロ
エ
紡
竹
、
維
山
尊
君
乃
御
酎
面
御
謝
詞
有

之
、
試
筆
諸
和
篇
持
之
来
、
五
岳
和
詩
皆
有
之
、
恵
山
一
寺
無
之
、
自
予
方
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可
督
之
命
有
之
、
贅
虞
采
女
亦
皆
返
答
丁
寧
、
予
乃
把
和
岩
、
皆
訝
之
日
、

翁
功
叔
和
詩
無
之
、
不
審
々
々
、
恵
山
亦
不
審
高
々
也
、
（
延
徳
4
・
5
・

1
2
条
、
維
山
例
）

恵
日
山
東
福
寺
に
対
し
、
強
力
に
仲
介
す
る
僧
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
蔭
涼
軒
主
で
あ
㌣
亀
泉
に
仲
介
を
依
頼
す
る
。
〝
自
予
方
可
督
之
命
有

之
″
に
は
、
亀
泉
を
は
じ
め
と
す
る
五
山
禅
林
と
維
山
と
の
主
従
関
係
が
窺
わ

れ
る
。亀

泉
は
、
功
叔
周
全
と
東
福
寺
僧
に
唱
和
詩
が
無
い
こ
と
を
不
審
だ
と
す

る
。
功
叔
は
、
月
翁
周
鏡
と
と
も
に
維
山
の
属
す
る
厳
中
門
派
の
指
導
的
立
場

に
あ
っ
た
僧
で
あ
る
。
功
叔
が
唱
和
詩
を
製
し
て
い
な
い
因
と
し
て
は
、
〝
功
叔

病
後
初
出
頭
云
々
、
封
話
移
出
㍉
（
延
徳
4
・
7
・
1
3
）
条
と
あ
り
、
病
床
に
臥

し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
　
（
註
4
）
。
東
福
寺
に
対
し
て
は
、
唱
和
詩
の

依
頼
が
な
さ
れ
た
結
果
、

常
楽
庵
塔
主
松
東
厨
一
行
来
、
茸
維
山
尊
丈
試
筆
和
詩
五
篇
衆
、
呆
東
昇
・

松
東
厨
・
放
伐
雲
・
昌
九
華
・
徹
汝
雲
、
五
員
也
、
常
在
了
庵
和
語
未
到
衆
、

常
楽
返
華
道
之
、
（
延
徳
4
・
5
・
2
3
条
、
維
山
例
）

仲
介
者
・
亀
泉
の
許
に
作
品
が
集
ま
っ
て
い
る
。
（
註
5
）

少
年
が
置
か
れ
た
環
境
に
よ
り
、
唱
和
詩
を
需
め
る
寺
院
な
り
僧
な
り
の
範

囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
唱
和
す
べ
き
で
あ
る
寺
院
・
僧
が

含
ま
れ
な
い
と
き
、
不
審
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

唱
和
詩
を
依
頼
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
辞
退
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
な

い
。
亀
泉
も
、
蔭
掠
軒
主
・
雲
頂
院
主
と
し
て
唱
和
詩
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
が
、
原
則
と
し
て
拒
ま
な
い
。
晩
年
・
死
去
し
た
年
（
明
応
二
年
九
月
廿

七
日
の
死
去
）
　
に
お
い
て
、

九
時
琴
芯
、
天
龍
寺
務
巌
頭
等
橘
喝
食
字
仙
遊
、
試
筆
和
詩
事
、
慈
照
云
源
敲

主
督
之
如
何
、
三
始
天
、
落
筆
牌
、
黄
烏
前
、
予
云
、
不
例
以
後
、
十
二
時

伏
枕
反
側
、
豊
渉
文
字
禅
、
愈
々
工
夫
在
一
路
耳
云
々
、
（
明
応
2
・
2
・

4
条
、
仙
遊
例
）

と
、
辞
退
し
て
い
る
の
を
見
る
。
死
を
予
見
し
て
の
言
か
。
（
長
芋
2
・
正
・

1
4
条
の
叔
粒
例
に
、
仲
環
に
対
し
〝
愚
云
、
末
及
恩
塁
云
々
″
と
答
え
て
い
る

が
、
結
局
は
製
し
て
い
る
。
）

試
肇
詩
の
唱
和
は
、
そ
の
性
格
上
、
祝
意
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
依
頼
を

拒
む
と
い
う
こ
と
は
よ
ほ
ど
の
事
情
が
存
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
試
筆
詩
唱
和

の
こ
と
は
、
多
分
に
儀
式
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
五
山
禅
林
に
お
け
る

年
頭
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
依
頼
の
な
い
こ
と
を
不
満
に
思
う
僧
も
あ
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

（
唱
和
詩
製
作
）

唱
和
詩
を
依
頼
さ
れ
、
承
諾
し
た
諸
僧
は
、
各
自
で
次
錨
詩
を
作
製
す
る
。

作
品
は
依
頼
者
の
許
に
贈
ら
れ
る
。

大
規
模
に
唱
和
詩
が
宗
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
、
諸
僧
の
問
で
互
い
の
作
品

を
批
評
し
・
点
検
し
た
上
で
、
依
頼
主
の
許
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
相

手
に
対
し
礼
を
失
し
な
い
よ
め
、
あ
る
い
は
友
社
の
一
員
と
し
て
見
苦
し
い
様

を
露
呈
せ
ぬ
た
め
の
用
心
で
あ
る
。

傾
三
盃
雑
記
移
刻
、
景
徐
翁
和
詩
見
之
、
愚
問
之
、
別
語
云
、
～
詩
・
省

略
～
、
（
長
享
2
・
2
・
7
条
、
叔
粒
例
）

右
は
、
長
芋
二
年
、
天
龍
寺
叔
放
少
年
の
試
筆
詩
に
対
し
唱
和
詩
を
依
頼
さ
れ

た
と
き
の
記
事
で
あ
る
。
亀
泉
自
身
は
作
品
を
〝
天
龍
埼
舜
喝
食
字
叔
粒
、
元

旦
試
筆
之
和
詩
、
寄
之
退
巽
南
伯
、
々
々
郎
以
菅
子
贈
顕
文
櫓
寮
、
″
（
長
芋
2

・
2
・
5
条
）
と
依
頼
者
の
許
に
届
け
る
一
方
、
仲
瑞
光
珪
（
長
畢
2
・
正
・

1
4
条
、
引
用
省
略
）
・
景
徐
周
麟
（
引
用
）
・
横
川
景
三
（
長
芋
2
・
2
・
7
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灸
、
引
用
省
略
）
と
唱
和
詩
に
つ
い
て
論
じ
、
各
個
の
作
品
を
記
録
し
て
い

る
。
各
自
の
作
品
を
相
互
に
批
評
し
点
検
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鍛
錬
を
重
ね

る
。
ま
た
、
少
年
僧
の
試
筆
詩
・
試
筆
唱
和
詩
の
こ
と
に
参
画
し
実
態
に
通
じ

て
い
る
て
と
は
、
雅
事
を
尊
重
す
る
禅
林
に
お
い
て
、
一
の
名
誉
事
で
も
あ
．
っ

た
。製

し
た
唱
和
詩
に
疑
問
点
が
あ
る
場
合
・
自
信
の
な
い
場
合
・
校
数
詩
の
う

ち
よ
り
撰
択
す
る
の
に
困
惑
し
た
場
合
等
に
は
、
権
威
の
あ
る
文
筆
憎
に
意
見

を
仰
ぐ
こ
と
と
な
る
。
亀
泉
は
、
横
川
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
多
い
。

晩
来
往
小
柄
、
関
山
之
芙
宗
侍
字
芳
心
・
文
英
詭
　
俊
・
春
真
説
長
、
三
美

試
筆
詩
、
和
親
談
之
、
（
文
明
1
8
・
正
　
2
5
条
、
芳
心
・
文
英
・
春
典
例
）

亀
泉
は
枝
川
の
小
捕
軒
を
訪
れ
、
三
少
年
の
試
筆
次
載
詩
に
つ
い
て
談
合
し
て

い
る
。
芳
心
少
年
の
試
筆
詩
に
対
す
る
唱
和
依
頼
は
正
月
十
四
日
、
文
英
少
年

の
は
正
月
八
日
、
春
奨
少
年
の
は
正
月
十
四
日
で
あ
る
。
廿
五
日
ま
で
に
草
稿

を
作
り
、
こ
の
日
横
川
と
談
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
品
を
完
成
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

晩
来
往
小
柄
、
袖
梅
桃
之
和
詩
、
以
欲
談
合
之
、
（
長
享
3
・
2
・
朔
条
、

子
高
・
鵠
孫
例
）

梅
挑
和
詩
二
扇
、
以
梯
公
請
小
補
一
見
、
梯
子
蹄
則
雨
篇
怨
之
波
相
子
、

（
長
芋
3
・
2
・
2
条
、
子
高
・
龍
孫
例
）

子
高
・
龍
孫
少
年
の
試
筆
詩
に
対
す
る
唱
和
詩
・
梅
桃
和
詩
に
つ
い
て
、
二
月

朔
日
に
談
合
し
た
の
ち
、
帰
院
し
て
浄
書
、
翌
二
日
に
も
枝
川
の
一
覧
を
乞

う
。
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

境
川
よ
り
受
け
て
い
た
助
言
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

華
疎
頃
無
少
年
字
天
用
、
試
筆
和
詩
、
雷
以
受
小
柄
意
見
、
造
桂
子
詩
云
、

人
在
鵠
門
一
派
高
　
新
年
景
象
伍
詩
竃

向
衆
倖
見
浪
花
滞
　
三
月
浮
紅
三
級
桃

小
袖
云
、
向
来
字
太
半
己
前
之
儀
多
之
、
．
以
後
之
儀
亦
有
之
、
不
渉
議
論
、

作
春
風
可
乎
、
浮
之
字
狭
劣
乎
、
作
吹
字
可
平
、
乃
改
三
字
、
愚
初
下
吹
字
、

小
柄
平
生
云
、
愚
詩
常
用
吹
之
字
云
々
、
故
用
浮
字
、
吹
之
字
君
恩
素
意
合

之
、
（
長
享
2
・
2
　
1
0
条
、
天
用
例
）

積
川
の
指
導
、
親
切
心
に
盗
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
こ
の
ほ
か
、
延
社
2
・

5
・
1
6
条
、
迦
少
年
例
等
参
照
）
。
向
充
1
春
風
、
浮
1
吹
に
改
め
ら
れ
る
。

「
浮
」
字
に
つ
い
て
は
、
梯
川
の
指
摘
・
表
現
の
類
型
化
（
？
）
を
避
け
る
た

め
の
配
慮
で
あ
り
、
初
案
は
「
吹
」
字
で
あ
っ
た
と
、
い
さ
さ
か
弁
解
す
る
亀

泉
で
あ
る
（
右
の
引
用
例
中
三
箇
所
の
〝
愚
″
は
、
す
べ
て
亀
泉
を
指
す
と
解

す
。
既
述
、
延
穂
4
・
2
・
7
条
、
椎
山
例
に
あ
る
　
〝
予
″
　
等
参
照
の
こ

と
。
）亀

泉
は
、
雲
頂
院
（
和
国
寺
内
、
一
山
派
の
塔
頭
。
太
治
宗
潤
の
創
建
。
）

院
主
と
し
て
内
衆
を
指
導
す
る
立
場
に
も
あ
っ
た
。
内
衆
の
詩
作
を
批
評
・
添

削
す
る
こ
と
も
、
責
務
の
一
で
あ
っ
た
。

茂
叔
・
芳
洲
来
、
東
叔
美
丈
和
詩
談
之
書
之
、
予
評
之
、
勘
以
盃
、
二
老
乃
持

詩
章
往
小
楯
、
予
亦
苗
怒
詩
付
之
茂
叔
、
供
小
柄
一
望
、
改
以
一
字
、
乃
茂

叔
芳
洲
輿
小
柵
永
徳
同
途
而
来
、
（
延
徳
4
・
2
・
2
条
、
東
叔
例
）

雲
頂
院
の
′
内
衆
が
唱
和
詩
を
依
頼
さ
れ
た
醸
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
亀
泉
自
身

が
評
を
加
え
た
後
に
枝
川
等
に
も
一
覧
を
乞
う
な
ど
し
、
入
念
に
用
意
す
る
こ

と
が
あ
る
。
茂
収
集
樹
・
芳
洲
贋
春
は
、
亀
泉
に
託
さ
れ
た
唱
和
詩
を
も
持

参
、
横
川
に
提
出
す
。
梯
川
は
各
作
品
に
加
評
・
添
削
し
た
後
、
春
暢
景
果
と

共
に
亀
泉
の
許
を
訪
問
し
て
い
る
。
亀
泉
の
許
で
は
宴
を
催
し
連
句
に
も
興
ず

る
が
、
試
筆
唱
和
詩
に
つ
い
て
も
論
じ
た
ら
し
く
、
同
日
条
に
は
横
川
・
春
陽
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の
作
品
（
省
略
）
を
記
載
し
て
い
る
。
（
長
享
2
・
2
・
3
条
の
詔
孫
例
や
廷

穂
4
・
2
・
1
3
条
の
稚
山
例
等
参
照
。
維
山
例
で
は
、
茂
叔
・
芳
洲
・
九
峰
の

葦
某
に
対
し
亀
泉
は
一
見
し
意
見
を
加
え
る
。
三
伯
は
そ
の
後
で
小
柄
・
構
川

を
訪
れ
て
い
る
。
）

試
筆
唱
和
詩
は
、
通
常
、
試
筆
詩
の
甑
（
本
型
に
次
撤
す
る
。
試
筆
詩
一

首
に
対
し
て
、
次
也
詩
一
首
で
応
ず
る
こ
と
に
な
る
。

例
は
極
め
て
少
な
い
が
、
試
筆
詩
一
首
に
対
し
て
廿
八
首
で
応
え
る
こ
と
が

あ
る
。月

閑
話
石
、
秀
峰
美
丈
和
舘
太
多
、
廿
八
首
四
有
之
、
季
昭
美
丈
和
瑞
廿
八

首
三
有
之
云
々
、
（
長
芋
3
・
正
・
6
条
、
秀
峰
・
季
昭
例
）

秀
峰
・
季
昭
少
年
へ
の
唱
和
詩
の
う
ち
に
、
廿
八
首
詠
じ
た
僧
が
あ
る
。
（
註

6
）試

筆
詩
一
首
に
対
し
て
廿
八
首
で
す
る
昭
和
法
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
内
閣

文
庫
本
・
東
遊
績
集
（
五
山
文
学
新
築
所
収
）
正
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
。

先
正
吾
集
乙
酉
元
日
「
年
山
竺
芳
美
少
年
、
辱
賜
試
葛
仕
什
、
恵
莫
大

焉
、
友
社
胞
恕
相
和
、
一
時
盛
事
也
、
撲
批
不
敏
、
裁
可
黙
平
、
二
項
之

中
、
分
一
馬
湖
、
積
載
老
廿
八
絶
、
杏
以
呈
上
研
有
非
詩
言
志
而
己
、

青
帝
司
春
命
始
降
　
花
寛
南
街
柳
西
巻
　
焼
香
祝
以
老
人
年
　
四
百
甲
子
願

0
日
鋒

～
廿
六
首
省
略
～

了
得
前
生
未
了
因
　
義
如
金
石
節
松
巧
　
強
留
快
事
待
来
日
　
今
夕
殺
過
又

立
か

臥
蹄
子
邦
手

先
正
六
年
（
一
四
六
五
）
、
相
国
寺
竺
芳
少
年
の
試
筆
詩
に
対
し
〃
分
一
字
焉
親

〟
こ
と
に
よ
り
、
廿
八
首
の
唱
和
詩
を
製
し
て
い
る
。
枝
川
の
唱
和
詩
の
結
句

の
部
脚
を
集
め
る
と
〝
韓
時
誰
人
悪
報
最
、
萬
年
宮
畔
自
昇
新
・
培
前
芳
草
山
中

暦
、
方
記
今
皇
第
一
春
、
″
と
、
竺
芳
少
年
の
試
筆
詩
と
な
る
。
雅
号
・
「
臥
疇

子
」
に
つ
い
て
は
、
枝
川
の
別
号
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。
祁
林
象
器

箋
で
は
雅
号
を
〝
忠
口
、
有
雅
而
呼
者
、
有
誼
而
名
著
、
有
的
而
稲
者
㍉
と

説
明
す
。
臥
勘
子
と
は
、
特
定
少
年
に
多
く
の
詩
（
艶
詩
）
を
贈
る
こ
と
を
頼

り
、
故
意
に
付
さ
れ
た
号
か
。
（
註
7
）

唱
和
詩
が
完
成
す
る
と
、
能
書
僧
に
よ
り
浄
書
さ
れ
、
依
頼
主
に
届
け
ら
れ

る
。荊

罷
、
月
巌
美
丈
和
郎
五
首
、
春
樹
耗
藤
及
愚
、
愚
一
筆
書
之
、
（
長
芋
3

・
正
・
2
3
条
、
月
巌
例
）

亀
泉
は
能
音
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
自
己
の
作
品
だ
け
で
な
く
・
内
衆

の
作
品
を
も
浄
恵
す
る
こ
と
が
あ
る
（
そ
の
ほ
か
、
長
芋
3
・
2
・
2
7
条
、
月

屋
例
等
参
照
）
。
雲
頂
院
で
は
、
唱
和
詩
が
多
い
場
合
に
は
、

秀
峰
試
筆
之
和
岩
樹
悟
及
恩
此
三
詩
愚
書
之
、
春
権
藤
之
三
詩
昌
子
書
之
、

（
曇
享
3
・
正
・
1
6
条
、
秀
峰
例
）

亀
泉
と
円
日
子
（
盛
文
昌
）
と
で
浄
讃
し
て
い
る
。
昌
子
は
唱
和
衆
の
中
に
は
入

っ
て
い
な
い
。
能
怨
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
姉
・
亀
泉
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
（
そ
の
ほ
か
、
延
徳
4
・
2
・
4
条
の
東
叔
例
や
延
徒
4
・
2
・
1
7
条

の
維
山
例
を
参
照
の
こ
と
。
）

（
礼
謝
）

依
頼
し
た
唱
和
詩
が
届
け
ら
れ
る
。

郎
剋
自
小
柄
迦
公
少
年
之
和
詩
到
来
、
茂
叔
所
請
也
、
茂
也
篤
超
謝
往
小

楯
、
（
延
祇
2
・
5
・
2
3
条
、
迦
少
年
例
）

依
頼
僧
は
礼
謝
に
参
上
す
る
。
迦
少
年
へ
の
昭
和
詩
が
届
け
ら
れ
る
と
、
茂
叔

は
礼
謝
の
た
め
横
川
の
小
柄
軒
を
訪
れ
て
い
る
。
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時
朝
束
啓
美
丈
馬
試
筆
和
匂
嘘
謝
来
、
宜
竹
間
近
、
紅
梅
二
菜
見
恵
之
、
（
文

明
1
8
・
2
・
1
4
条
、
東
啓
例
）

東
啓
少
年
に
景
徐
が
同
遠
、
亀
泉
の
許
を
訪
れ
て
い
る
。
少
年
と
依
頼
者
が
同

達
し
て
参
上
す
る
の
が
、
礼
を
尽
く
し
た
礼
讃
法
で
あ
る
こ
と
は
一
亭
っ
ま
で
も

な
い
。
景
徐
は
紅
梅
二
菜
を
持
参
し
て
い
る
。
謝
意
を
表
わ
す
た
め
に
、
礼
物

を
持
参
す
る
こ
と
も
、
慣
行
化
し
て
い
る
。

自
推
山
尊
丈
以
語
椿
甫
被
謝
先
日
之
和
詩
井
花
事
、
不
面
之
、
（
延
穂
4
・

2
・
1
9
条
、
維
山
例
）

日
経
山
尊
丈
以
賀
彪
和
尚
見
仲
年
始
和
詩
之
謝
、
不
面
之
、
（
延
推
4
・
4

・
2
1
条
、
維
山
例
）

の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
維
山
少
年
は
代
理
僧
を
遺
し
て
謝
意
を
表
す
。
少
年
の

衿
侍
の
ほ
ど
が
現
わ
れ
る
。
亀
泉
は
対
面
し
て
い
な
い
。

晩
爽
東
雲
侍
史
携
月
嶺
美
丈
来
、
勘
盃
、
芳
洲
茂
叔
陪
座
、
慧
和
報
之
穏

也
、
（
長
享
3
・
2
・
1
3
条
、
月
嶺
例
）

礼
謝
を
受
け
た
側
で
は
、
少
年
・
依
頼
主
の
謝
意
に
応
之
、
小
宴
を
催
す
こ
と

も
あ
る
。
（
文
明
1
9
・
2
・
1
2
条
、
九
皐
例
等
を
参
照
）

礼
謝
・
接
待
等
の
こ
と
は
、
各
寺
・
各
僧
の
間
の
友
好
を
保
つ
上
で
、
重
要

な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

（
整
理
）
～
詩
軸
の
誕
生

唱
和
詩
が
、
少
年
僧
・
師
僧
の
許
に
届
け
ら
れ
る
。
作
品
は
そ
の
ま
ま
保
管

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
時
代
が
降
り
、
と
か
く
華
美
に
な
る
と
、
製
軸
と
し
て

体
裁
を
整
え
る
よ
う
に
も
な
る
。
試
筆
詩
と
そ
の
唱
和
詩
が
一
巻
の
詩
軸
と
し

て
整
え
ら
れ
、
神
林
の
雅
事
と
し
て
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
特
別
の
配
慮
が

必
要
と
な
る
。

唱
和
詩
は
、
広
く
五
山
禅
林
の
中
よ
り
宗
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
唱

和
詩
が
特
定
の
僧
集
団
よ
り
霜
め
ら
れ
る
と
、
少
年
に
向
け
ら
れ
る
祝
意
が
限

定
さ
れ
、
完
成
し
た
詩
軸
に
も
片
寄
っ
た
評
価
し
か
寄
せ
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
椎
山
少
年
方
よ
り
亀
泉
に
対
し
、
東
福
寺
の
友
社
僧
に
対
し
て
唱

和
詩
依
頼
の
仲
介
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
前
述
。
延
徳
4
・
5
・
1
2
条
ほ

か
参
照
。
）
。
椎
山
少
年
に
寄
せ
ら
れ
た
唱
和
詩
の
状
況
は
、
次
の
よ
う
で
あ

った。命
昌
子
古
維
山
尊
丈
試
筆
和
語
、
営
寺
詩
四
十
一
首
、
両
神
一
首
、
天
龍
廿

二
首
、
建
仁
五
首
、
東
福
一
首
亦
無
之
、
聾
諸
二
首
、
近
衛
披
父
子
こ
首
、

邦
七
十
三
首
、
（
延
徳
4
・
5
・
1
3
条
、
維
山
例
）

禅
林
の
み
な
ら
ず
、
近
衛
政
家
（
前
関
白
太
政
大
臣
、
四
十
九
才
）
・
尚
通

（
右
大
臣
、
二
十
才
）
に
ま
で
唱
和
詩
が
雷
め
ら
れ
な
が
ら
、
東
福
寺
僧
に
唱

和
詩
の
存
し
な
い
の
は
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。
亀
泉
に
強
力
な
仲
介
依
頼
が
な

さ
れ
る
の
は
、
こ
の
偏
向
を
解
決
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

禅
林
以
外
に
試
筆
唱
和
詩
が
需
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
少
な
い
。
右
の
例
、
近

衛
政
家
も
〝
彼
和
匂
余
不
睾
箕
名
奥
一
一
陽
明
門
客
ト
古
之
″
（
後
法
輿
院

記
、
延
徳
4
・
4
・
2
1
条
参
照
）
と
記
す
。
実
名
で
署
名
せ
ず
、
「
陽
明
門

客
」
と
す
る
。
禅
詩
に
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
詩
と
は
趣
き
を
異
に
し
た
面
も
存

し
、
公
家
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
（
註
8
）

詩
軸
を
裂
す
る
意
図
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
試
筆
唱
和
詩
は
広
範
囲
に
需

め
ら
れ
て
い
た
。
曇
竺
二
年
に
集
め
ら
れ
た
月
由
少
年
・
秀
峰
少
年
の
場
合
を

み
る
と
、
次
の
よ
う
に
百
首
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

相
国
詩
四
十
四
蔦
、
南
禅
十
六
首
、
天
龍
二
十
四
首
、
建
仁
十
八
首
、
東
帽

十
二
首
、
萬
喜
一
、
以
上
百
十
五
岩
、
（
長
享
2
・
5
・
晦
条
、
月
嶺
例
）

季
（
秀
）
蜂
美
丈
試
筆
詩
和
若
、
就
彦
寵
倍
之
一
撃
、
常
寺
詩
五
十
首
、
寵

峰
十
五
首
、
亀
阜
二
十
七
首
、
東
山
二
十
首
、
恵
峰
十
首
、
捺
計
石
廿
二
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首
、
命
昌
子
鴬
之
、
（
長
享
3
・
6
・
1
3
条
、
秀
峰
例
）

月
頃
少
年
・
秀
峰
少
年
の
試
筆
唱
和
詩
を
比
較
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
各
寺
に

分
布
す
る
詩
数
が
、
大
略
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
両
少
年
が
相
国
寺
僧
で
あ

る
こ
と
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
各
寺
の
詩
衆
の
数
を
示
し
て
い
る

も
の
と
考
え
る
（
相
国
寺
の
少
年
僧
で
あ
る
た
め
、
相
国
寺
か
ら
は
友
社
の
詩

衆
に
含
ま
れ
な
い
よ
う
な
∧
内
衆
∨
僧
か
ら
も
唱
和
詩
が
集
め
ら
れ
て
い

る
。
）
。
各
寺
の
友
社
（
詩
衆
）
の
実
態
の
一
端
で
あ
る
。
（
註
9
）

唱
和
詩
は
、
位
次
を
質
し
て
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
禅
林
社
会
は
身
分
制
度
の
′

厳
し
い
世
界
で
あ
り
、
年
功
序
列
・
位
次
に
対
し
て
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ

る
。兼

叔
和
裁
諸
詩
質
其
位
次
以
返
永
綾
、
使
者
助
蔵
主
、
返
答
丁
寧
、
（
延
徳

4
・
3
・
2
0
条
、
東
叔
例
）

政
治
面
で
の
頂
点
に
あ
る
蔭
涼
軒
主
・
亀
泉
は
、
位
次
を
質
す
役
と
し
て
は
最

適
任
で
あ
る
。
（
こ
の
ほ
か
、
延
筏
4
・
5
・
1
7
条
、
維
山
例
等
参
照
）

詩
軸
を
裂
す
こ
と
に
な
る
と
、
試
筆
詩
・
試
筆
唱
和
詩
を
総
括
す
る
意
味
か

ら
、
序
・
険
が
需
め
ら
れ
る
。
い
ま
、
稚
山
少
年
の
場
合
を
例
と
す
る
い

助
也
直
行
坂
本
、
夜
来
園
芸
、
謁
慈
照
寺
以
文
廷
奉
返
和
詩
、
文
廷
云
、
此

諸
篇
可
被
乞
屏
駿
、
々
事
者
早
被
命
天
隠
和
尚
、
々
々
應
諾
、
序
事
者
可
被

命
枝
川
和
尚
、
々
々
依
春
暢
之
事
愁
悼
之
時
分
也
、
以
故
末
被
命
、
先
以
内

義
自
其
方
被
特
命
者
可
焉
素
望
云
々
、
（
延
徳
4
・
5
・
1
7
条
、
維
山
例
）

抜
文
の
こ
と
は
、
早
く
よ
り
建
仁
寺
天
隠
電
沢
に
命
せ
ら
れ
て
い
る
。
序
文
の

こ
と
で
亀
泉
の
助
力
を
乞
う
。
維
山
方
と
し
て
は
、
神
林
を
代
表
す
る
文
筆
佃

で
あ
る
梯
川
に
作
製
を
依
頼
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
横
川
は
親
友
・
春
陽
の

死
去
に
遭
遇
し
（
延
徳
四
年
四
月
廿
日
に
発
病
、
五
月
十
一
日
に
死
去
す
。
蔭

掠
軒
日
録
に
は
、
枝
川
の
看
病
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
）
、
愁
敬
の

ぁ
ま
り
、
詩
文
を
製
す
る
と
い
っ
た
気
持
で
は
な
い
。
亀
泉
に
は
、
機
を
窺
い

構
川
に
依
期
す
る
こ
と
を
乞
う
。

予
又
云
、
維
山
尊
丈
試
筆
和
詩
串
、
以
前
難
被
督
干
今
不
被
撃
節
如
何
、
自

予
方
可
奉
智
之
命
有
之
、
可
被
篤
軸
、
以
故
政
事
天
隠
梯
川
可
被
命
也
、
彷

書
劫
之
字
井
詩
人
教
、
～
（
延
徳
1
・
5
・
1
8
条
、
稚
山
例
）

亀
泉
の
東
福
寺
了
庵
桂
悟
へ
の
言
辞
で
あ
る
。
唱
和
詩
督
促
・
序
抜
文
の
こ
と

に
配
慮
し
て
い
る
。
枝
川
に
対
し
て
は
亀
泉
の
助
力
が
功
を
察
し
、
序
文
作
製

を
承
諾
し
て
い
る
（
延
徳
4
・
5
・
1
9
、
同
2
5
条
参
照
）
。
た
だ
し
、
完
成
は
遅

れ
、
枝
川
に
対
す
る
督
促
依
頼
・
督
促
の
記
事
も
見
ら
れ
る
（
明
応
元
・
1
0
・

8
、
同
1
2
・
1
1
条
等
参
照
。
遅
延
の
因
に
つ
い
て
は
註
5
を
参
照
。
）
。

又
遣
小
捕
云
、
維
山
御
試
筆
和
章
序
事
、
早
々
書
以
被
進
之
者
可
然
云
々
、

（
明
応
元
・
1
2
・
1
9
条
、
維
山
例
）

強
い
語
調
の
督
促
の
結
果
か
、
橋
川
の
序
文
は
十
二
月
廿
一
日
に
届
け
ら
れ
て

い
る
（
序
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
少
し
く
引
用
し
た
。
全
文
の
引
用
は
省

略。）。横
川
の
序
文
を
参
考
に
し
て
、
天
隠
は
扱
文
の
草
稿
を
製
し
て
い
る
。

細
山
美
丈
試
筆
詩
肢
草
案
持
之
琴
乃
供
一
軍
　
（
明
応
元
・
1
2
・
2
7
条
、

維
山
例
）

天
隠
の
政
文
は
「
諸
賢
雑
文
」
に
〝
維
山
少
年
試
筆
詩
序
″
と
し
て
収
め
ら
れ

0

る
。
序
↓
政
で
あ
る
。
東
（
四
時
で
は
春
に
配
す
。
試
筆
詩
の
製
せ
ら
れ
る
季

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

節
。
）
・
東
山
慈
照
寺
（
維
山
の
住
寺
）
・
東
山
建
仁
寺
（
天
隠
の
住
寺
）
と

「
東
」
と
い
う
共
通
の
因
縁
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
、
中
心
内
容
と
す

る
。
な
お
、
文
中
に
〝
大
僧
録
司
小
補
和
尚
題
其
首
、
命
愚
拙
快
其
尾
、
〟
と

あ
る
。
枝
川
が
鹿
苑
院
主
と
し
て
入
院
す
る
の
は
明
応
元
年
十
二
月
廿
七
日
の

こ
と
で
あ
る
。
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一
年
間
を
費
し
、
軸
は
完
成
し
て
い
る
。
維
山
少
年
の
よ
う
な
場
合
は
特
別

で
あ
る
が
、
詩
軸
を
梨
す
る
た
め
に
は
多
大
の
時
日
・
労
力
が
必
要
と
さ
れ

る
。

〔
後
日
琵
〕

試
筆
詩
と
そ
れ
に
対
す
る
諸
尊
宿
の
唱
和
詩
（
仮
に
、
試
筆
唱
和
詩
宗
と
呼
称

す
る
）
は
、
少
年
僧
に
と
っ
て
終
生
忘
れ
る
．
こ
と
の
で
き
な
い
名
誉
の
作
品
集

と
し
て
保
存
さ
れ
る
。
少
年
僧
に
止
ま
ら
ず
、
少
年
の
属
す
る
塔
頭
・
寺
院
に

と
っ
て
も
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
試
筆
唱
和
詩
篇
は
、
個
々
の
僧
の

作
品
集
と
は
異
な
っ
た
趣
き
を
有
す
作
品
集
・
詩
集
で
も
あ
っ
た
。
同
一
目
的

・
素
材
に
対
し
て
、
各
僧
が
技
を
競
い
余
っ
た
も
の
で
あ
る
。
試
筆
唱
和
詩
篇

は
珍
重
さ
れ
、
禅
林
の
問
に
流
布
し
て
い
る
。

月
嶺
芙
丈
春
首
詩
、
諸
刹
和
蕾
、
就
東
要
侍
史
倍
之
、
讃
之
慰
閃
懐
、
乃
命

昌
子
男
之
、
（
長
享
3
・
．
5
・
晦
条
、
月
嶺
例
）

束
中
量
毎
よ
り
月
嶺
少
年
の
試
筆
唱
和
詩
茄
を
併
用
し
、
間
伐
を
慰
め
る
と
同

時
に
、
昌
子
に
命
じ
て
苗
写
さ
せ
て
い
る
。
作
品
と
し
て
鑑
賞
す
る
た
め
の
ほ

か
、
試
筆
唱
和
蔦
の
模
範
例
と
し
て
内
衆
の
た
め
に
保
存
し
て
置
こ
う
と
す
る

雲
頂
院
院
主
と
し
て
の
配
慮
も
準
え
る
。
（
註
1
0
）

哺
時
春
陽
翁
乗
、
～
中
略
～
、
時
宜
作
々
話
之
云
、
東
叔
和
斑
詩
取
寄
之
在
吾

昼
石
々
・
予
云
、
一
望
有
其
望
如
何
、
乃
取
寄
之
一
見
、
（
延
徳
．
4
・
3
・

1
7
条
、
兼
叔
例
）

東
叔
和
竜
之
諸
焉
命
昌
子
書
之
、
（
延
徳
4
・
2
・
1
9
条
、
東
叔
例
）

唱
和
詩
が
集
め
ら
れ
る
と
、
主
だ
っ
た
唱
和
衆
の
問
で
は
、
回
覧
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
春
陽
の
倍
覧
し
て
い
た
東
叔
少
年
の
試
筆
唱
和
詩
篇
を
、
亀
泉
も
一

覧
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
亀
泉
は
讃
写
さ
せ
た
上
で
、
位
次
を
質
し
て

春
陽
の
許
に
返
す
。

〇

歳
初
に
自
他
の
繁
栄
・
学
芸
の
発
展
等
を
祈
念
し
て
行
な
わ
れ
た
試
筆

（
詩
）
が
禅
林
と
い
う
閉
鎖
的
な
世
界
で
少
し
く
変
貌
す
る
。
少
年
僧
の
前
途

を
祖
し
て
の
試
筆
唱
和
詩
が
隆
盛
す
る
。
哨
－
和
詩
は
、
内
衆
・
友
社
の
衆
に
代

表
さ
れ
る
禅
林
の
結
束
を
背
説
に
し
て
、
大
規
模
に
霜
め
ら
れ
る
の
を
桂
と
す

る
風
潮
も
現
出
す
る
。
多
数
の
唱
和
詩
が
競
っ
て
需
め
ら
れ
、
詩
軸
の
製
作
に

ま
で
発
展
す
る
。

試
筆
詩
・
試
筆
唱
和
詩
の
存
在
は
、
禅
林
の
友
好
・
結
束
、
文
芸
の
普
及
・

拡
大
と
い
っ
た
面
で
貢
献
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
が
、
こ
れ

ら
の
こ
と
は
禅
林
・
禅
僧
の
使
命
た
る
得
悟
・
衆
生
済
度
と
は
無
縁
の
こ
と
に

思
わ
れ
る
。
禅
林
・
禅
僧
の
宗
教
活
動
が
衰
微
・
衰
退
す
る
に
つ
れ
て
、
試
筆

詩
・
試
筆
唱
和
詩
の
試
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
考

え
ね
ば
な
る
ま
い
。

註
1
、
　
試
筆
詩
代
作
に
つ
い
て

禅
僧
の
作
品
集
に
は
、
少
年
僧
の
た
め
に
代
作
し
た
由
を
註
記
し
た
試

筆
詩
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る
。
時
代
が
降
っ
て
も
、
例
え
ば
鉄
山
宗
純
（
～

一
六
一
七
）
は
金
鉄
集
（
続
群
書
類
従
所
収
）
に
お
い
て
〝
代
欣
喝
食
〟

〝
代
宗
元
毛
頭
″
等
と
試
筆
詩
を
代
作
し
た
上
で
さ
ら
に
昭
和
詩
を
も
製

し
て
少
年
僧
に
寄
せ
て
い
る
。
慣
行
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

註
2
、
風
間
桂
陽
の
試
筆
詩
・
試
筆
唱
和
詩
に
つ
い
て

三
條
西
実
隆
の
第
三
子
・
風
間
桂
陽
の
丈
亀
三
年
正
月
の
試
筆
詩
（
師
・

了
庵
桂
悟
の
代
作
か
。
桂
陽
は
時
に
十
才
で
あ
る
。
）
に
対
し
、
了
庵
の

尽
力
に
よ
っ
て
唱
和
詩
が
集
め
ら
れ
る
。
了
臆
は
二
月
朔
日
付
の
音
状
で

突
隆
に
対
し
〝
か
様
二
十
歳
末
捏
人
を
東
西
尊
老
ま
て
椚
啓
候
、
無
冥
加

事
候
、
能
々
可
被
仰
含
候
㍉
と
し
て
い
る
。
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註
3
、
　
芳
心
宗
伝
に
つ
い
て
の
疑
問

〝
山
名
金
吾
″
に
つ
い
て
は
山
名
宗
全
持
豊
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
持
豊

は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
　
に
七
十
才
で
死
去
す
る
。
文
明
十
八
年
時
に

少
年
僧
で
あ
る
よ
う
な
晩
年
の
子
は
考
え
先
い
。
山
名
金
吾
は
山
名
政
豊

＜
持
豊
－
教
豊
－
政
豊
。
政
豊
、
実
は
持
豊
の
四
男
。
V
か
と
考
え
る
。
政
豊

の
あ
と
、
家
督
を
継
ぐ
の
は
致
豊
で
あ
る
。
致
豊
は
、
芳
心
宗
伝
栖
鳳
院

と
号
す
。
芳
心
宗
伝
少
年
は
還
俗
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
致
豊
は
寛
政
重

修
諸
家
譜
に
よ
る
と
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
七
月
三
日
、
六
十
九
才
で

死
去
し
て
い
る
。
浣
群
青
類
従
所
収
の
山
名
系
図
で
は
没
年
月
日
は
同
じ

で
あ
る
が
、
六
十
五
才
の
死
去
と
す
る
。
致
豊
＝
芳
心
少
年
と
す
る
と
、

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
時
は
、
十
九
才
ま
た
は
十
五
才
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
希
世
霊
彦
の
村
庵
藁
で
は
下
巻
の
末
に
長
芋
元
年
十
二

月
の
作
品
と
し
て
「
書
侍
芳
心
詩
篇
末
」
文
を
載
せ
る
。
〝
山
名
金
吾
第

三
子
″
と
題
註
し
、
本
文
中
で
は
〝
於
今
年
抱
十
四
五
″
と
す
る
。
政
豊

の
子
は
常
聖
・
俊
豊
・
致
豊
と
数
え
れ
ば
、
第
三
子
に
相
当
す
宅
（
異
説

あ
り
）
。
年
令
に
つ
い
て
は
続
群
書
類
従
所
収
の
山
名
系
図
の
致
豊
に
類
似

す
る
。
芳
心
宗
伝
少
年
＝
山
名
致
豊
か
。

註
1
、
　
功
叔
周
全
と
稚
山
少
年
に
つ
い
て

唱
和
詩
の
宗
め
ら
れ
た
延
徒
四
年
、
功
叔
は
等
持
寺
入
寺
の
こ
と
が
内

定
し
て
い
た
（
蘭
庭
の
後
住
、
延
徳
1
・
7
・
1
2
条
）
が
、
〝
上
様
江
倍
用

事
白
之
、
不
可
叶
之
由
御
返
答
有
之
、
依
之
入
寺
之
儀
難
成
云
々
″
　
（
延

徳
4
・
7
・
2
7
条
）
と
借
用
工
作
に
失
敗
し
、
お
そ
ら
く
は
公
文
銭
が
収

め
ら
れ
な
い
た
め
に
、
辞
退
す
る
結
果
と
な
る
。
功
叔
は
、
か
っ
て
文
明

十
九
年
に
不
正
を
犯
し
て
将
軍
義
政
の
勘
気
を
蒙
っ
て
い
る
。
い
ま
、
将

軍
義
範
（
義
政
の
養
子
）
か
ら
は
、
梧
用
の
印
し
出
を
拒
否
さ
れ
る
。
維
山

に
と
っ
て
は
義
和
は
兄
、
義
政
は
叔
父
に
あ
た
る
。
功
叔
と
維
山
と
の
問

に
は
、
感
情
的
な
も
つ
れ
が
存
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

註
5
、
　
維
山
少
年
試
筆
唱
和
詩
の
渋
滞
に
つ
い
て

の
は
じ
め
亀
泉
に
正
式
の
依
縛
が
無
く
、
唱
和
す
べ
き
か
否
か
当
惑
し
て

い
た
こ
と
に
関
し
て
は
〝
予
事
者
無
拗
者
故
不
撃
節
、
可
預
御
意
得
、
仝

非
怠
謹
言
々
～
″
（
延
徳
4
・
2
・
1
1
条
）
の
弁
解
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
主
と
し
て
仲
介
者
の
不
注
意
・
不
行
届
は
随
所
に
見

ら
れ
、
軸
を
製
す
こ
と
に
な
り
横
川
に
序
文
を
需
め
た
際
に
も
　
〝
小
柄

云
、
序
事
者
功
叔
云
、
非
維
山
尊
旨
、
虎
也
以
私
議
所
信
也
、
某
造
序
云

々
、
以
故
閣
之
耳
云
々
″
　
（
明
応
元
・
1
2
・
1
1
条
）
と
あ
る
。
維
山
を
め

ぐ
る
人
間
関
係
は
、
少
し
く
校
雑
で
あ
る
。

伺
維
山
少
年
へ
の
試
筆
唱
和
詩
の
内
容
に
つ
い
て
は
〝
霜
父
侍
語
云
、
彼

和
岩
逐
一
吟
味
之
、
徐
凝
植
浸
之
作
惟
多
、
就
中
喬
年
命
和
詩
尤
徐
凝
也

云
々
″
　
（
延
徒
4
・
5
・
2
5
条
）
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
「
徐
凝
雄

藩
」
に
つ
い
て
は
、
徐
斑
の
腰
浸
詩
を
蘇
紋
が
誹
諾
し
た
故
事
（
拙
稿
・

岡
山
大
学
教
養
部
紀
要
・
第
九
号
・
「
禅
林
に
お
け
る
賛
李
白
詩
に
つ
い

て
」
参
照
）
　
に
よ
る
も
の
で
、
悪
詩
を
意
味
す
る
。
昭
和
詩
作
製
に
そ
れ

ほ
ど
熱
意
を
示
さ
ぬ
僧
の
存
し
た
こ
と
が
判
る
。

H
将
軍
家
の
血
縁
で
あ
る
維
山
少
年
に
対
し
て
禅
林
は
鄭
重
に
接
し
た
。

0
0
0

〝
正
宗
和
尚
詣
維
山
則
被
命
之
、
～
″
（
延
徳
4
・
正
・
1
7
条
）
、
〝
退

季
才
於
赤
福
、
維
山
試
筆
詩
序
事
侍
命
″
（
延
徳
4
・
5
・
1
9
条
）
等
に

一
端
が
準
え
る
。
さ
ら
に
、
慈
照
寺
で
は
、
推
山
少
年
を
利
用
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
延
徳
四
年
か
ら
明
応
二
年
に
か
け
て
、
試
筆
唱
和
詩

の
こ
と
・
霜
父
の
相
国
寺
退
院
の
こ
と
（
延
徒
4
・
8
・
2
6
条
は
か
）
・

春
岩
の
南
禅
寺
坐
公
文
の
こ
と
（
明
応
2
・
3
・
9
条
は
か
）
・
経
由
少
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年
の
度
僧
の
こ
と
（
明
応
2
・
3
・
賀
4
・
2
1
条
ほ
か
）
に
▼
っ
い
て
、

維
山
の
意
向
・
命
で
あ
る
と
し
、
交
渉
・
実
現
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
態
度
に
対
し
て
、
五
山
僧
が
好
意
を
寄
せ
て
い
た
か
否
か
、
疑
問
で
あ

る
。

註
6
、
　
秀
峰
少
年
へ
の
試
筆
唱
和
詩
に
つ
い
て

秀
峰
少
年
は
評
判
の
芙
童
で
あ
っ
た
た
め
か
、
異
常
な
ほ
ど
の
熱
心
さ

で
唱
和
詩
を
製
す
る
僧
が
い
た
。

㈹
〝
廿
八
首
四
有
之
″
と
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
に
つ
い
て
は
〝
晩
衆

彦
詔
持
秀
峰
試
筆
和
廿
八
首
二
、
又
五
首
一
来
″
（
長
芋
3
・
6
・
1
7
条
）
、

〝
自
彦
龍
贈
秀
峰
試
筆
和
部
廿
八
首
二
巻
″
（
長
享
3
・
6
・
2
2
条
）
と
あ

り
、
彦
託
周
興
が
作
者
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
二
巻
」
と
あ
り
、
巻
物
か
軸
か
、

表
装
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彦
寵
が
亀
泉
に
二
巻
を
肥
っ
た
の
は
、

亀
泉
が
秀
峰
寵
愛
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
た
も
の
か
。
四
の

う
ち
の
一
に
つ
い
て
は
、
鹿
苑
日
録
に
〝
梅
叔
侍
者
和
秀
峰
試
筆
者
二
十

八
首
、
就
燈
下
一
々
改
削
、
端
書
八
序
、
裁
回
書
封
之
、
″
（
長
芋
3
・

正
・
元
条
）
と
あ
り
、
梅
叔
侍
者
の
作
で
あ
る
。
景
徐
が
添
削
し
て
い

る
。
な
お
、
正
月
元
旦
に
添
削
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
秀
峰
の
試
筆
詩
は

旧
年
中
に
作
ら
れ
、
唱
和
詩
が
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

伺
秀
峰
少
年
へ
の
試
筆
唱
和
詩
に
つ
い
て
は
〝
東
雲
話
云
、
秀
峰
和
詩

次
本
恕
三
十
首
和
者
有
之
、
慧
医
会
稟
之
放
不
分
明
其
名
、
患
謂
汝
雪
老

人
蠍
云
、
東
雲
亦
以
焉
然
也
㍉
（
長
享
2
・
正
・
9
条
）
　
の
よ
う
な
記
事

が
見
ら
れ
る
。
本
部
に
次
部
し
て
作
詩
す
る
こ
と
三
十
首
。
匿
名
で
あ
る

が
、
亀
泉
は
僧
の
名
を
穿
堅
し
て
い
る
。
少
年
僧
を
中
心
と
し
た
文
芸
の

一
面
を
伝
え
て
い
る
。

註
7
、
　
廿
八
首
で
唱
和
す
る
法
に
つ
い
て

絶
句
一
首
に
対
し
て
廿
八
首
で
応
え
た
例
と
し
て
は
、
明
叔
録
（
五
山
文

学
新
集
に
も
抄
録
）
所
収
の
万
里
集
九
作
品
等
が
あ
る
。
万
里
は
某
喝
食

の
作
品
に
対
し
、
〝
以
字
配
句
＜
句
∨
尾
　
絶
句
″
　
〝
同
以
字
配
句
頭

八
句
″
と
註
し
、
廿
八
字
を
詩
尾
の
顔
胴
と
し
て
絶
句
廿
八
首
を
、
詩
首

に
置
い
て
律
詩
廿
八
首
を
製
し
て
い
る
。
某
喝
食
の
作
品
は
〝
残
東
田
懐

依
敦
間
、
乍
迎
高
客
排
霞
攻
、
再
遊
侠
露
的
時
節
、
雲
后
江
村
月
在
梅
″

．
で
あ
る
。
な
お
、
明
叔
録
に
収
め
ら
れ
る
万
里
の
作
品
中
に
は
相
国
寺
在

籍
中
に
作
成
し
た
四
六
文
・
啓
羽
で
、
竺
芳
少
年
に
宛
て
た
も
の
も
あ
る
。

註
。
0
、
　
近
徳
政
家
の
宝
処
周
在
に
つ
い
て

近
衛
政
家
に
唱
和
詩
を
依
頼
し
た
の
は
、
〝
東
山
慈
照
寺
在
長
老
衆
、

・
余
井
右
府
令
封
面
、
御
喝
食
（
細
字
註
、
武
家
御
舎
弟
他
腹
云
々
）
嘗
年
試
筆

之
詩
被
所
望
和
自
問
、
余
井
右
府
如
形
讃
遣
了
、
篤
其
紐
給
使
者
也
、
″

（
後
法
興
院
記
、
延
徳
4
・
4
・
2
1
条
）
と
あ
り
、
慈
照
寺
長
老
・
宝

処
周
在
で
あ
る
。
宝
処
は
維
山
の
師
（
夢
窓
－
春
屋
－
厳
中
－
柏
心
－
宝

処
－
維
山
）
　
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
衛
家
の
出
身
で
あ
る
。
相
国
寺
塔
頭

末
派
略
記
・
翰
林
納
豆
集
等
参
照
。

註
9
、
　
月
嶺
少
年
・
秀
峰
少
年
へ
の
試
筆
唱
和
詩
に
つ
い
て

上
村
観
光
氏
旧
蔵
本
「
諸
賢
雑
文
」
に
も
、
月
嶺
・
秀
峰
少
年
へ
の
試

筆
唱
和
詩
の
内
訳
が
記
し
て
あ
る
。
月
嶺
少
年
の
場
合
、
東
福
寺
よ
り
十

一
百
と
し
、
総
計
百
十
四
首
と
す
る
。
秀
峰
少
年
の
場
合
は
、
総
計
は
百

廿
二
首
で
あ
る
が
、
〝
恵
蜂
九
首
、
万
寿
一
首
″
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

註
記
と
し
て
〝
或
人
一
作
五
首
、
二
十
八
首
之
和
四
″
と
記
す
。
百
廿
二

首
と
は
、
本
怨
に
次
毒
し
た
作
晶
の
数
で
あ
る
。
百
廿
二
首
以
外
に
も
多

数
の
唱
和
詩
の
存
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

註
1
0
、
　
試
筆
唱
和
詩
篇
の
書
写
に
つ
い
て
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秀
峰
少
年
の
試
筆
唱
和
詩
篇
を
彦
怨
よ
り
倍
貸
し
、
昌
子
に
命
じ
て
書
写

さ
せ
た
こ
と
　
（
長
享
3
・
6
・
1
3
条
、
前
出
）
、
未
完
成
な
が
ら
推
山
少

年
の
試
筆
唱
和
詩
篇
を
昌
子
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
た
こ
と

・
1
3
条
、
前
出
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
延
徳
4
・
5

（
十
七
貢
よ
り
）

○
国
語
科
教
材
に
つ
い
て
の
諸
問
題

浪
畳
と
死
　
－
蓮
田
孝
明
論
－

○
言
語
と
認
識
に
つ
い
て

○
中
国
国
語
教
育
研
究
序
説

－
略
字
運
動
を
そ
の
契
機
と
し
て
－

○
西
鶴
作
品
の
研
究

○
古
典
教
材
の
研
究

－
「
大
鏡
」
の
可
笑
性
を
中
心
に
し
て
－

○
有
島
武
郎
研
究

○
祝
井
基
次
郎
の
文
学

○
堀
辰
雄
研
究

○
古
典
文
法
基
礎
研
究

○
小
川
未
明
作
品
論

○
透
谷
研
究
序
説

○
現
代
言
語
生
活
の
分
析

○
宮
晴
県
五
ヶ
瀬
川
流
域
方
言
地
理
学
的
研
究

○
片
仮
名
文
に
お
け
る
「
ン
」
表
記
の
考
察

－
曇
音
・
促
音
の
統
合
と
分
化
に
関
し
て
－

○
宇
治
拾
遺
物
語
の
「
わ
ら
ひ
」
に
つ
い
て

下
田
　
良
子

老
成
　
　
保

高
野
　
　
勝

竹
本
　
仲
介

立
上
　
康
正

坪
野
多
美
子

寺
岡
　
節
子

中
村
　
潤
子

松
岡
多
恵
子

峯
　
　
景
子

村
上
　
雅
子

山
田
　
謙
次

吉
田
　
裕
久

桃
山
真
知
子

和
気
百
合
子

和
田
　
恒
男

○
小
林
秀
雄
と
批
評

○
日
本
語
に
み
ら
れ
る
日
本
人
の
思
考
と
心
理

◎
昭
和
4
8
年
度
修
士
論
文
題
目
（
教
育
学
研
究
科
）

○
読
む
こ
と
の
教
育
理
論
の
成
立
と
展
囲

－
倉
沢
栄
吉
教
授
の
ば
あ
い
ー

◎
昭
和
4
8
年
慶
事
菓
論
文
題
目
（
教
育
学
部
）

○
中
世
、
無
常
観
と
道
の
意
識

－
心
敬
を
中
心
と
し
て
－

O
「
読
書
生
活
の
実
態
と
問
題
点
」

1
中
学
生
の
ば
あ
い
を
中
心
に
－

○
作
文
教
育
に
お
け
る
評
価

－
倉
沢
栄
吉
教
授
の
理
論
を
中
心
に
1

0
古
事
記
神
話
の
研
究

○
北
条
民
雄
研
究

○
竹
取
物
語
研
究

O
「
問
わ
ず
語
り
」
の
研
究

－
二
条
と
二
条
を
め
ぐ
る
男
性
た
ち
ー

○
平
安
朝
副
詞
語
彙
の
研
究

「
げ
に
」
　
「
ま
こ
と
に
」
を
中
心
に

○
部
落
解
放
運
動
に
学
ん
で

ー
識
字
運
動
の
も
た
ら
し
た
も
の
－

○
中
島
敦
研
究

山
城
　
　
博

浜
田
　
胞
子

小
森
　
　
茂

浅
野
　
泰
子

天
野
　
哲
子

長
元
　
恵
子

尾
崎
ル
イ
子

影
元
　
正
世

金
原
　
孝
子

工
藤
　
悦
子

酒
井
　
順
子

坂
口
　
桂
子
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ー
「
北
方
行
」
と
「
過
去
帳
」
を
中
心
に
－

○
別
役
実
研
究

佐
藤
　
暢
子

重
本
三
千
男

（
四
十
三
頁
に
つ
づ
く
）

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形




